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これまでの活動 ①意見交換会の開催



これまでの活動 ②一か月の試験運営

期 間：2023年12月2日～28日

営業時間：15:00～24:00(日によって変更有)

場 所：〒386-1103長野県上田市神畑244-1



これまでの活動 ②一か月の試験運営

itomaの必要性

を確認

運営資金

運営部の継承等

の課題

継続的な運営の

ための見直し

利用目的 利用者の年齢層



これまでの活動 ③期間限定復活

期 間：2024年10月8日～12日

営業時間：18:00～24:00

場 所：＋519worklodge

• 普段とは異なるコミュニティに参加することができ、新しい知り合いを作ることができた。
• 色々な人とお話できて楽しかったです！
• 終始温かい雰囲気で楽しく交流できました。
• 年の差関係なく和気あいあいとお喋りが出来て楽しかったです。
• 縛られず話せたところ

イベントの良かった点・感想



itomaの活動を通じて

学生同士の交流機会

•上田市内にある4大学の学生が交流する機会が生まれることで互いの活動に刺激を受けたり、協力してより充実

した活動につなげることができる。

気軽に参加できるコミュニティイベント

•友達を誘って気軽に立ち寄れるようなイベントを開催し、コミュニティに入るハードルを下げることで、一歩踏

み出して新しい人やものに触れる機会を与えられる。

自由な活動を後押しする拠点

•前例や実績がなければ使用できない施設が多い中、これまでにない先駆的な活動に挑戦できる場を設けることで

挑戦を後押しすることができる。

学生主体の運営

•学生にとっても地域の人にとっても入りやすい場づくりのために、運営の主体が学生であることが重要となる。



itomaの活動を通じて
利用者アンケートから分析する求められているもの

立地について

• 上田駅の近く
• 大学周辺
• 海野町周辺

利用したい時間帯

• 18：00～21：00が最頻。
• 24時までの営業が嬉しいとの声も多数。

• 普段はなかなか関われない世代、コミュニティの方々と交流したい

• 人生経験を知りたい

• 同年代や他の年代の人と仕事上で利用したり、交流の場としたい

• 他大学の人と仲良くなりたい

• 人脈を広げられるような交流がしたい

• 大人の人ともお話出来るスペースなら楽しそう！

• 同年代の方と関わることで、競争心が高まる



itomaの活動を通じて

itoma

作業に

使える場所

新しい人と

出会う場

同年代との

交流の場

駅から近い

利便性

夕方～夜ま

で空いてい

る場

縛られずに

自由に活動

できる場所

利用者アンケートから分析する求められているもの 学生が求めているもの

学生以外の地域の方が求めているもの

itoma

若い世代

と交流で

きる場

自由に活用

できる場

若者に向

けた広報

の場



itomaの活動を通じて
学生と地域のフラットなコミュニティづくりの意義

学生 地域

itoma

• 学生が主体となって運営する

同じ学生が運営しているという点で、
学生にとってのハードルが下がり気軽
に参加しやすいコミュニティづくりが
できる。

学外でのつながりや地域の方との交流
が生まれ、多様な価値観やまちの魅力
を知るきっかけが生まれる。

• 新たな繋がりが生まれる

• 地域振興への貢献

学生が地域の人やものに触れる機会を
増やし、流出抑制や活性化への協力を
促すことができる。



課題

運営場所・資金の確保

学生運営組織の安定性・継続性

事業全体の持続性

効果

新たな

コミュニティの創出

人との交流への関心醸成

交流拠点の需要把握



今後の展望

itoma運営部の継承

• 長野大学の学生だけでなく

信州大学など市内の大学の

学生と協働し、運営を行う

• 組織として持続性を担保す

るためにサークルなどの公

認団体にすることも検討

まちなかキャンパスなどの

施設との連携

• 持続的な運営のために軸が

必要となる

• 同じ需要や目的をもつまち

なかキャンパスなどの施設

と協働し、相互での活用を

図りたい

コミュニティの視える化への

取り組み

• 可視化されにくい人の繋が

りやコミュニティの形を、

目に見える形にする

• チケットや会員制度を設

け、関わりのある人から輪

が広がるシステムづくり

• 共創空間

• コミュニティスペース

上田市において
前例のない取り組み

• 地域と学生の交流
• 人々の交流拠点
• 市民の挑戦を後押しする場

若者にとって魅力あるまち
にするためにも必要不可欠

地域活性化を目標とした

学生と地域の交流拠点の設立を

上田市×市内の大学の学生

で実現したい
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